
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における無菌性髄膜炎検体からの病原体検出 

発表学会名 第 46 回北陸公衆衛生学会 

発表者名 酒井 妙子（保健衛生部） 

開催場所 金沢東急ホテル（石川県金沢市） 

発表日時 平成３０年１１月５日（月） １０：００～１６：４０ 

発表内容 平成 25 年度から 29 年度に無菌性髄膜炎の患者 56 名から採取された

97 検体（咽頭ぬぐい液 20 検体、髄液 52 検体、糞便 21 検体、その他 4

検体）を検査対象とした。そのうち 31 名 44 検体（検出率：45.4％）か

らウイルスが検出された。ウイルスが検出された検体は、髄液 24 検体

（46.2％）、便 12 検体（57.2％）、咽頭ぬぐい液 8 検体（40.0％）であ

り、便からの検出率が最も高かった。 

検出されたウイルスはコクサッキーウイルス（CV-）B2（10 名 14 検

体）が最も多く、その他にエコーウイルス（E-）6（5 名 6検体）、CV-B5

（3 名 8 検体）、E-9（3 名 4 検体）、CV-B3（3 名 3 検体）等が検出され

た。ウイルスごとの検出時期についてみると、CV-B2 は平成 28 年 11 月、

E-6 は同年 10 月、CV-B5 は同年 7月が多く、ウイルスにより検出される

時期が異なることが示された。また年度別にみると、調査期間内では平

成 28 年度は検査検体数（23 名 41 検体）、ウイルス検出数（20 名 31 検

体）ともに最も多く、検出されたウイルスは CV-B2（10 名 14 検体）、E-6

（4 名 6検体）、CV-B5（3 名 8 検体）等であった。全国でも平成 28年に

は無菌性髄膜炎の流行が見られ、患者検体からは CV-B5、E-6 等のウイ

ルスが検出されたと報告されている。CV-B5 および E-6 は全国と同様、

県内でも平成 28年度に流行が確認できた。CV-B2 は県内では平成 28 年

8 月から 12 月に検出され、全国では平成 29 年に多く検出されていたこ

とから、県内では全国に先行して流行していた可能性がある。 

無菌性髄膜炎の流行状況および検出されるウイルスは年度ごとに変

遷がみられることから、今後も継続して実態を把握する必要があると考

えられる。 

 


